
情報工学系の紹介

２０２６年４月１８日（土）
東京科学大学情報理工学院第1回説明会
情報工学系主任吉瀬謙二（Kise Kenji）
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大学院での教育・研究

教育

• (既にある)学問を学ぶ

• 先人の知恵を知る

研究

• (新たな)学問を創る

• 新しい道を切り開く



情報工学系の教育

3



豊かで安全な未来社会を築くことを目指し、
コンピュータに関する幅広い知識を身につける

「情報理工学院パンフレット2026」より

大学院課程（修士・博士）学士課程（２～４年目）

博士後期
課程のみ
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情報工学系のコース
・４月入学の場合：入試合格後にコースを選択
・９月入学の場合：入試の際にコースを決定 志望研究室の教員と事前に相談してください

「どのコースにするか」よりもまず「どの研究室にするか」を考える
（ただし９月入学の志願者はコースも考える）

5

博士後期課程のみ

博士後期課程のみ



情報工学コース（修士）の履修例・修了要件
※講義は英語で行われます

文系教養科目

アントレプレナーシップ
科目(キャリア科目)

専門科目

研究室での研究指導

修士論文
構想発表

「大学院学修案内」より

修士論文
中間発表

修士論文
最終発表
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エネルギー・情報コース http://www.energy.titech.ac.jp/index-EIC.html
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人間医療科学技術コース https://www.titech.ac.jp/0/education/graduate-majors/stm
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物質・情報卓越コース（博士後期課程のみ）https://www.tac-mi.titech.ac.jp/
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超スマート社会卓越コース（博士後期課程のみ）
https://www.titech.ac.jp/0/education/graduate-majors/sss
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情報工学系の研究
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豊かで安全な未来社会を築くことを目指し、
コンピュータに関する幅広い知識を身につける

情報工学系では、情報に関する体系化した理論から、ソフトウェア、ハードウェア、マル

チメディア、人工知能、生命情報解析等の幅広い専門知識を修得します。プログラミング

の方法を覚えて、単なるコンピュータの使い手になることを目指すものではなく、今や社

会システムおよびビジネスの全てに取り込まれているコンピュータに関する技術を原理か

ら深く理解し、(1)新しい情報システムをモデリングする技術、(2)複雑なソフトウェアを効

率的に開発する技術、(3)大量のデータから必要な情報を抽出する技術、(4)人とコンピュー

タの知的インタフェース技術、(5)物体や自然言語を高度に認識する技術、(6)生命に関する

情報を解析する技術、(7)社会をシミュレーションにより解析する技術といった最先端の分

野において世界を先導する研究者・技術者として活躍できる人材を養成します。

システム

ソフトウェア

生命・物質情報 人工知能

知覚情報処理
「情報理工学院情報工学系

私たちのヴィジョン」より
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指導教員及びその研究分野一覧（１）
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指導教員及びその研究分野一覧（２）
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指導教員及びその研究分野一覧（３）
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指導教員及びその研究分野一覧（４）
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指導教員及びその研究分野一覧（５）

17２０２６年９月入学で、これらの教員の研究室の志願者は、コースについて教員と事前に相談することをお勧めします



5グループ G1: システム
G2: ソフトウェア
G3: 生命・物質情報
G4: 人工知能
G5: 知覚情報処理
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G1:システム
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G2:ソフトウェア
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G3:生命・物質情報
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G4:人工知能
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G5:知覚情報処理

23



情報工学系の紹介

２０２６年５月１６日（土）
東京科学大学情報理工学院第２回説明会
情報工学系主任吉瀬謙二

情報理工学院情報工学系 Webサイト
https://educ.titech.ac.jp/cs/

情報理工学院 Webサイト
https://www.isct.ac.jp/ja/001/about/organizations/school-of-computing
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